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１人口減少、高齢化の進展 

●秋田県、山形県は１００万人を下回る予想 

●全国平均を上回る高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：各年とも国勢調査、平成２２年以降は日本の将来推計人口（平成 19 年 5月：人口問題研究所） 

 

2 グローバル化の進展や東アジアの経済成長 

●経済のグローバル化の進展、東アジアの急速な経済成長と産業構造高度化の中で、東アジア規模での

生産ネットワークの構築や経済連携の動きが活発化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジアの各国・地域は高い成長が続く 

県別人口の予測
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東北圏 日本総人口東北圏

年齢階層別人口の見通し◆年齢階層別人口の見通し 

◆年平均の経済成長率 

◆世界各国の貿易額の推移 

資料: 「二層の広域圏に資する総合

的な交通体系に関する検討委員会」

最終報告より 

資料:国土形成計画、全国計画より 

世界各国で貿易額が増加 

資料２－４ 
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3 地球温暖化 

●地球温暖化は、水の不足、生態系の劣化、食糧の生産性の低下など、今後さらに大きな影響が予想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 世界人口の急増 

●世界の人口は、現在の 65 億人から 2050 年には 1.4 倍の 91 億人に増加する見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：ＵＮ「World Population Prospects: The 2004 Revision and World Urbanization Prospects: The 2003 Revision」：

FAO「World agriculture:towards2030/2050」 

・ 農水省資料 
 世界人口の見通し（グラ

フ） 

世界人口の見通し ◆世界人口の見通し 

資料:IPCC 第４次評価報告書第 2作業部会報告書 

資料:IPCC 第４次評価報告書第 1作業部会報告書 
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5 食料やエネルギーの資源の不足等 

【食糧資源の不足要因】 

●世界の穀物（米、とうもろこし、小麦、大麦等）の需要量は、人口の増加、所得水準の向上に伴い増

加している一方、生産量は作柄により変動しているものの、主に単収の伸びにより需要量の増加に対

応 

●期末在庫率は作柄変動による生産量の減少に加えて、価格の上昇という市場シグナルに応じて生産量

を増加させるまでのタイムラグなどを背景として、食料危機と言われた1970年代初めの水準まで低下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【エネルギー資源の不足要因】 

●エネルギー資源は有限であり、各エネルギー資源の確認可採埋蔵量に対する可採年数は、石油で約 41

年、石炭で約 155 年、天然ガスで約 65 年、ウランは約 85 年 

●今後エネルギー需要は、発展途上国人口の急増と経済成長によって、大幅な増加が予想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆世界のエネルギー資源確認可採埋蔵量 ◆世界のエネルギー消費の推移と見通し（資源別）

資料:原子力２００７（経済産業省 資源エネルギー庁） 
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6 美しい太平洋と日本海 

●東北圏には、美しい海岸線が豊富に点在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆青森県深浦海岸（①） 

深浦海岸は津軽国定公園に指定。奇岩、怪石が連なる海 

岸線で、夕日が美しい。（写真:深浦町ホームページ） ◆岩手県田野畑村北山崎（②） 

北山崎は 200 メートルの切り立った断崖が 8キ

ロに渡って連なる。平成 11 年 8月に財団法人日

本交通公社が公表した全国観光資源評価の自然

資源・海岸の部で、国内で唯一最高ランクの特 A

級に格付け。（写真:田野畑村ホームページ） 

◆山形県鶴岡市湯野浜温泉（⑤） 

湯野浜海岸は、湯野浜温泉から日本海の江ノ

島と言われる「白山島」まで続く。「日本の夕

陽百選」の一つ（写真:山形県ホームページ）。

塩屋埼灯台の北

に広がる薄磯海

岸は、平成 6 に

選定された「日

本の渚 100 選」

の一つ。（写真:

福島県いわき市

ホームページ）

◆福島県いわき市薄磯海岸（⑥） 

海に突き出た数々の奇岩と白浜の名勝、笹川

流れは 11km も続く海岸線。 

海を真っ赤に染めながら沈みゆく夕日は、日

本海側独特の景色。海岸沿いを走る国道は、

日本海夕日ラインの愛称で呼ばれる。（写真:

新潟県山北町ホームページ） 

◆新潟県笹川流れ（⑦） 

◆宮城県松島・奥松島（③） 

日本三景・松島の東部から宮戸島、野蒜海岸

に至る海岸。（写真:宮城県ホームページ） 

◆秋田県男鹿市（④） 

男鹿半島は海岸線が美しく、海岸からは男鹿三

山、天候によっては遥かかなたに白神山地など

が眺望できる。写真は、雄大な日本海に沈む夕

陽。（写真:男鹿市ホームページ） 

① 

④ 

⑤ 

⑦

⑥ 

③ 

② 

◆写真場所の位置図 
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7 起伏に富んだ山地 

●東北圏の地形は南北に並走する三列の急峻な山脈・山地によって地域が分断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：50m メッシュ標高 

 

8 大きな河川や深い森林 

●東北圏の土地利用は、全国に比べて森林の割合が約７割と多い 

●川の長さ、流域面積のベスト 10 内に位置する大きな河川が分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 全国値：国土交通省国土計画局（平成１７年） 

東北圏各県：土地利用計画策定資料等による 

森林面積：森林資源の現況調査（林野庁：平成１４年３月） 

河川長さ、流域面積:理科年表 平成 16 年 

◆川の長さベスト 10 

1 位 信濃川 367km 

2 位 利根川 322km 

3 位 石狩川 268km 

4 位 天塩川 256km 

5 位 北上川 249km 

6 位 阿武隈川 239km 

7 位 最上川 229km 

8 位 木曽川 227km 

9 位 天竜川 213km 

10 位 阿賀野川 210km 

◆川の流域面積ベスト 10 

1 位 利根川 16,840K ㎡ 

2 位 石狩川 14,330K ㎡ 

3 位 信濃川 11,900K ㎡ 

4 位 北上川 10,150K ㎡ 

5 位 木曽川 9,100K ㎡ 

6 位 十勝川 9,010K ㎡ 

7 位 淀川 8,240K ㎡ 

8 位 阿賀野川 7,710K ㎡ 

9 位 最上川 7,040K ㎡ 

10 位 天塩川 5,590K ㎡ 

◆土地利用別面積の割合 
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9 豊かな自然と水資源 

【豊かな自然】 

●自然公園面積は、全国の約 2 割を占める 

●原生的な森林を持つ世界遺産地域の白神山地をはじめ美しく多様

な森林が存在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【豊かな水資源】 

●水資源賦存量は全国の２割を超える 

●名水百選は全国の約 14%が選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2005 年度版海岸統計（北方領土・尖閣列島含む） 河川便覧２００６（国土開発調査会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料:環境省
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資料:環境省自然環境局「自然公園の面積」
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10 食料とエネルギー等の資源を供給 

【食料供給のポテンシャル】 

●食料自給率は各県とも全国上位の水準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成１５年食料自給率レポート 

 

【エネルギー供給のポテンシャル】 

●原子力発電の出力は全国の４割を超え、首都圏に多くを供給 

●風力発電の出力は全国の４割を占める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：データで見る県勢 2007 電気事業便覧 
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京

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 

（％）

全国平均
70％

食料自給率（生産額ベース）

食料自給率（カロリーベース）

◆食糧自給率（生産額ベース） 

◆食糧自給率（カロリーベース） 

◆原子力発電所の出力割合（H17） ◆風力発電の出力（H17） 
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11 優れた人材や技術 

【優れた人材】 

●様々な分野で優れた人物を輩出（人物の例示） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【優れた技術】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂口謹一郎（さか

ぐち きんいちろ

う）/新潟県上越

市生/1897 年～ 

1994 年/東京大

学名誉教授を務

め発酵微生物学

の世界的権威。醸

造学や麹菌の研

究、酒に関する随

筆の執筆などを

通じて「お酒の博

士」として親しま

れる。（写真:新潟

県上越市ホーム

ページ） 

野口英世（のぐ

ち ひでお）/

福島県耶麻郡翁

島村（現在の猪

苗代町）生/1876

年～1928 年/医

学者/黄熱病や

梅毒等の研究で

知られる。（写

真:福島県会津

若松市） 

土井晩翠/（どい

ばんすい）/宮城

県仙台市生/1871

年～1952 年/詩

人、英文学者/作

品は「星落秋風五

丈原」や、滝廉太

郎の作曲が有名

な「荒城の月」な

どのほか、校歌、

寮歌にも大きな

功績を残す。（写

真:宮城県仙台市

ホームページ） 

土門拳（どもん

けん）/山形県

酒田市生/1909

年～1990 年/写

真家/リアリズ

ム写真を確立

した写真界の

巨匠。報道写真

の鬼と呼ばれ

た時代もあり、

その名は世界

的に知られて

いる。（写真:山

形県酒田市ホ

ームページ） 

宮沢賢治（みや

ざわ けんじ）/

岩手県盛岡市生

/1886 年～1912

年/詩人・童話作

家/「雨ニモマケ

ズ」「風の又三

郎」「銀河鉄道の

夜」などの名作

を残す。（写真:

岩手県ホームペ

ージ） 

棟方志功（むな

かた しこう）

/青森県青森市

生/1903 年～

1975 年/版画家

/２０世紀を代

表する世界的

巨匠。木版の特

長を生かした

作品を一貫し

て作り続けた。

（写真:青森県

青森市ホーム

ページ） 

東海林太郎(し

ょうじ たろ

う）/秋田県秋田

市生/1898 年～

1972 年/歌手

/1934 年「赤城の

子守歌」を発売

し大ヒット。そ

の後「国境の町」

谷間のともし

び」など、ヒッ

ト曲を連発。（写

真:秋田県ホー

ムページ） 

資料:東北の「光り輝く」企業たち 2007 年版（財 東北産業活性化センター）
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12 食文化やモノづくり文化 

【食文化】 

●地域ごとに多様な食文化が存在 

 

青森県 じゃっぱ汁 

 

 

 

 

 

（青森県商工会連合会 

ホームページ） 

岩手県 わんこそば 

 

 

 

 

 

（岩手県観光協会

ホームページ）

宮城県 ずんだもち 

 

 

 

 

 

（宮城観光ナビ 

ホームページ）

秋田県 きりたんぽ 

 

 

 

 

 

（秋田県産業経済労働部

観光課）

山形県 芋煮 

 

 

 

 

 

（山形観光情報センター

ホームページ） 

福島県 そば･水そば 

 

 

 

 

 

（福島県観光連盟

ホームページ）

新潟県 のっぺ汁 

 

 

 

 

 

（新潟県立教育センター

ホームページ）

 

 

 

 

 

 

 

【モノづくり文化】 

●地域の優れた職人技術を生かしたモノづくりの取り組みが進められている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カロッツェリア型ものづくりとは、県内の優れた職人技術を結

集し、地元に愛され、世界に通用する商品を地域一体となって
開発していく新たなものづくり方式である。

奥山清行氏が務める「山形カロッツェリア研究会」と山形県が
連携し、モデル的なものづくりを実践しながら、県内企業の意
識改革、ネットワーク形成、コンセプターの育成等基盤整備を
動じ並行的に進めている。会員には、山形大学、東北芸術工
科大学などの研究機関、県内の中小企業などが名を連ねて
いる。

山形県では、山形カロッツェリア研究会の先導的な研究事業
や山形商工会議所の実践的なものづくり事業を通じてそれら
の基盤を整備するとともに、新たな時代における地場産業の
活性化を進めている。

インテリア国際見本市
「メゾン・エ・オブジェ」製品の一例

◆東北圏の食文化例示 

◆山形カロッツェリア研究会の取り組み 

資料：山形カロッツエリア研究会ホームページ



 10

 

13 様々な産業振興に向けた取組 

●世界に通用する地域産業・企業を創出する産業集積地域（TOHOKU ものづくりコリドー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 特徴的な祭り 

●特徴があり観光資源ともなっている祭り 

青森ねぶた祭 8/2～8/7 

310 万人（H17） 

盛岡さんさ踊り 8/1～8/4 

128 万人（H17） 

 

 

 

 

秋田竿燈まつり 8/3～8/6 

120 万人（H17） 

仙台七夕まつり 8/6～8/8 

203 万人（H17） 

 

 

 

 

山形花笠祭り 8/5～8/7 

101 万人（H17） 

相馬野馬追 7/23～7/25 

18 万人（H17） 

 

 

 

 

長岡まつり（大花火大会） 

8/6～8/8 93 万人（H17） 

 

 

 

 

 
 

 
資料：観光客入込数は東北の主要な夏祭りの動向

（2007 年９月 日本銀行東北各支店まとめ） 

長岡まつりの観光客入込数は新潟県観光統計 

写真は観光協会ホームページ 

資料：東北地域クラスター形成戦略懇談会報告書（平成 18 年 3月）

資料：東北地域クラスター形成戦略懇談会報告書（平成18年3月）
※新潟県については、関東経済産業局のエリアに該当するが、
新潟県内には、クラスタ形成等に相当する地域指定等は無い

「自動車関連等
ものづくりクラスター」

【対象技術・産業領域】
自動車分野、光産業、半導体製造装置
医歯工連携、ＭＥＭＳ、ＩＴ 等

「先端産業クラスター 」
【対象技術・産業領域】

MEMS技術分野、半導体製造装置
分野、光産業、医歯工連携・健
康福祉分野、IT分野

「次世代医療機器等産業クラスター 」
【対象技術・産業領域】

医療機器及び診断装置関連分野、半導体製
造装置分野

「超精密ものづくり技術クラスター 」
【対象技術・産業領域】

精密部材・機器関連技術、自動車部品関
連技術、製造装置関連技術

【代表企業分野】
電子デバイス、情報通信機器、精密
機械、一般機械

【代表企業分野】
金属製品、一般機械、情報通信、電
子部品・デバイス、精密機械

【代表企業分野】
非鉄金属、医療用機器、電気機械等

【代表企業分野】
電子デバイス、情報通信機器、
金属・紙パルプ、一般機械

【代表企業分野】
化学、金属製品、非鉄金属、一般機
械、電子部品・デバイス、輸送機械、
精密機械、情報サービス

【代表企業分野】
化学、非鉄金属、金属製品、一般機械、
電気機械、情報通信機器、電子部品・デ
バイス、輸送機械

産業集積地域のうち、クラスター形成の可能
性が高い地域として、「北上川流域」「広域仙
台」「山形・米沢」「広域郡山」の４地域を抽出。

産業集積地域のうち、クラスター形成の可能
性が高い地域として、「北上川流域」「広域仙
台」「山形・米沢」「広域郡山」の４地域を抽出。
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豪雪地帯及び
特別豪雪地帯指定地域

※豪雪地帯：積雪が特にはなはだしいため、産業の発展が停滞的
で、かつ、住民の生活水準の向上が阻害され、累年平均積雪積
算値が5,000cm 日以上の地域。
※特別豪雪地帯：豪雪地帯のうち、積雪の度が特に高く、かつ、積
雪により長期間自動車の交通が途絶する等により住民の生活に
著しい支障を生ずる地域。

 

15 雪文化 

●東北圏の８割は豪雪地帯。 

●雪を活かした観光の取り組みが好評。 

弘前城雪灯籠まつり（青森県） 金木の地吹雪体験ツアー 

（青森県五所川原） 

横手のかまくら（秋田県） 月山バックカントリースキー

（山形県） 

小出国際雪合戦（新潟県） 

 

蔵王の樹氷（山形県） 

 
 
 

資料：内閣府資料、国土交

通省ホームページ 

写真：各市町ホームページ、

観光協会ホームページ 
◆豪雪地帯及び特別豪雪地帯指定地域 
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16 伝統工芸 

 

◆東北圏の伝統工芸品一覧 

区域 都道府県別 
指定 

品目数 
品目名 

青森県 1 津軽塗（漆器） 

岩手県 4 秀衡塗（漆器）、浄法寺塗（漆器）、岩谷堂箪笥（木工品）、南部鉄器（金

工品） 

宮城県 3 鳴子漆器（漆器）、雄勝硯（文具）、宮城伝統こけし（人形） 

秋田県 4 川連漆器（漆器）、樺細工（木工品）、大館曲げわっぱ（木工品）、秋田杉

桶樽（木工品） 

山形県 5 置賜紬（織物）、羽越しな布（織物）、山形鋳物（金工品）、山形仏壇（仏

壇・仏具）、天童将棋駒（その他工芸品） 

福島県 4 大堀相馬焼（陶磁器）、会津本郷焼（陶磁器）、会津塗（漆器）、奥会津編

み組細工（木工品） 

新潟県 15 塩沢紬（織物）、本塩沢（織物）、小千谷縮（織物）、小千谷紬（織物）、

十日町絣（織物）、十日町明石ちぢみ（織物）、羽越しな布（織物）、村上

木彫堆朱（漆器）、新潟漆器（漆器）、加茂桐箪笥（木工品）、燕鎚起銅器

（金工品）、越後与板打刃物（金工品）、新潟・白根仏壇（仏壇・仏具）、

長岡仏壇（仏壇・仏具）、三条仏壇（仏壇・仏具） 

東北圏 

計 36  

全国合計 210  

 

◆伝統工芸品の主な写真紹介（任意抽出掲載） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：経済産業省大臣指定伝統的工芸品より東北圏について抜粋（平成 19 年 9月現在） 

津軽塗 岩谷堂箪笥 宮城伝統こけし

大館曲げわっぱ 置賜紬 奥会津編み組細工 越後与板打刃物 

南部鉄器 
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17 豪雪や地震・津波、水害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｈ8～Ｈ17 に発生したマグニチュード 5以上の

地震で、気象庁において震源を決定したもの 

◆日本付近の地震活動（Ｈ8～Ｈ17） 

資料：防災白書
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◆雪害による死傷者の地域分布 

資料：今冬（H17.12.1～H18.3.31）の雪による被害状況等（第

62 報） 消防庁調べ 

288
 

13 

1 
52 

◆昭和８年３月の三陸大津波 
◆宮城県沖地震（昭和 53 年）の被害 

（落橋した錦桜橋） 

7,787

17,371

4,562

8,713

7,361

16,506
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15,467
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過去10年平均水害被害額（百万円）
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◆平成１６年７月新潟・福島豪雨

被害により被害額が増大 

◆水害被害額の状況 

（過去 10 年(H7～H16)の平均、平成 12 年価格 
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18 食材の宝庫 

●地域団体商標となっている食材多数。 

●米の食糧自給率は 356%。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆品目別の自給率の状況（重量ベース、平成１７年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小麦 大豆 いも類 野菜 果実 牛肉 豚肉 鶏肉
牛乳・乳

製品
魚介類

東北圏 97% 356% 62% 2% 15% 0% 38% 96% 38% 94% 148% 70% 123%

北海道 203% 167% 208% 196% 27% 0% 59% 5% 147% 66% 65% 700% 270%

首都圏 24% 48% 21% 5% 2% 22% 27% 11% 30% 45% 12% 33% 19%

北陸圏 41% 226% 15% 0% 10% 5% 3% 9% 23% 20% 8% 20% 51%

中部圏 35% 63% 31% 6% 3% 10% 34% 46% 25% 33% 22% 38% 44%

近畿圏 14% 40% 10% 2% 2% 0% 5% 31% 39% 4% 16% 13% 6%

中国圏 36% 112% 25% 1% 3% 6% 12% 30% 31% 13% 58% 47% 46%

四国圏 47% 96% 40% 2% 1% 26% 12% 132% 50% 63% 120% 43% 24%

九州圏・沖縄 60% 90% 56% 20% 7% 133% 21% 47% 90% 136% 223% 59% 70%

全国 51% 98% 44% 14% 5% 81% 37% 36% 44% 51% 60% 67% 50%

合計
米 米以外

自給率の算定方法 

都道府県別消費仕向量※１÷国内生産量※２ 

※１：需給率表による国内消費仕向量を 

   都道府県人口比率で按分した 

※２：以下の農林水産省統計より 

   米、小麦、大豆：作物統計表（Ｈ１７） 

   いも類、野菜：野菜生産出荷統計（Ｈ１７）

   果実：果樹生産出荷統計（Ｈ１７）    

   牛肉、豚肉、鶏肉：畜産流通統計（Ｈ１６）

   牛乳・乳生産：牛乳・乳製品統計（Ｈ１６）

魚介類：水産物生産流通統計（Ｈ１７）

◆東北圏の食材における地域団体商標 

資料：東北経済産業局
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資料：需給率表、作物統計表等（農林水産省）

◆東北圏の自給率の状況（重量ベース、平成１７年）
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19 自然の宝庫 

●東北圏は、表情豊かな森林や田園風景をはじめとする豊かな自然を有する。 

 

【春】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【秋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【冬】 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：飯豊観光協会ホームページ、蔵王観光協会ホームページ、美しい日本のむら景観コンテスト、日本の棚田百選 

 

 

 

早咲きの桜 春の田園風景 

夏の田園風景 夏の棚田 

秋の田園風景 紅葉風景 

冬の田園風景 樹氷 
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20 若者から高齢者まで生き甲斐を持って働ける 

●高等学校卒業者の地域内への就職率は、８割程度。 

●有効求人倍率は、全国平均と同程度もしくは下回る状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 エネルギーを供給する圏域 

●東北圏の新エネルギーの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東北経済産業局 

0.0
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0.4

0.6

0.8

1.0
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1.4
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資料：各年学校基本調査 資料：職業安定業務統計（厚生労働省）

◆有効求人倍率の推移 ◆首都圏への就職率 
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●木質バイオマスを生かした循環型社会の構築イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：東北森林管理局 

 

●エコロジカル・ネットワークは、全国一の延長 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 資料：東北森林管理局
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22 国内外から多くの人が訪れる 

●東北地方への観光客入れ込み数は近年が増加 
●海外からの来訪者も近年が増加 
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資料：東北運輸局調べ

※新潟は含まれていない

◆東北地方への観光客入れ込み数の推移 
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23 多様な交通ネットワークを構築 

●港湾（特定重要港湾、重要港湾）と自動車専用道路等のアクセスは約半数が不十分。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査、「新しい国のかたち“二層の広域圏”を支える総合的な交通体系報告書（Ｈ17）」より 

 

24 住民、NPO、教育機関、企業、行政など多様な主体による地域づくり 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

圏域別の都市間距離
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※自動車専用道路等のICと10分以内

で連結されているかどうかで判断 

◆港湾と自動車専用道路等のアクセス ◆圏域別の都市間距離 

【「美しい山形・最上川フォーラム」の取り組み】 

美しい山形・最上川フォーラムは、山形県の自然を代表する最上川を、美しい県土づく

り運動のシンボルに掲げ、関係する様々な方々が集い、話し合い、連携・協力していく

ための母体として発足した。 
県民をはじめ、NPO などの各種団体、事業者、大学等の学術機関および行政機関などが、

それぞれに役割を担いつつ、連携・協力しあって活動する。 


